
能
のう

仁寺
に ん じ

  真岡市根本 

  

能仁寺は南北朝
なんぼくちょう

時代
じ だ い

の1343年に開かれました。室町
むろまち

幕府
ば く ふ

を開いた足利
あしかが

尊
たか

氏
うじ

ゆかりの寺

です。 

 

釈迦堂
しゃかどう

 

釈迦堂は他の建物が戦乱
せんらん

で焼失
しょうしつ

した際に

も残った建物です。何度か修理
しゅうり

はしたもの

の、能仁寺の中では最古
さ い こ

の建物です。 

 

 

釈迦三尊像
しゃかさんぞんぞう

 

中央に能仁寺本尊
ほんぞん

の釈迦
し ゃ か

如来
にょらい

が安置
あ ん ち

されてい

ます。南北朝
なんぼくちょう

時代
じ だ い

の栃木県の仏像
ぶつぞう

を代表する

作品です。 

 

 
（撮影 上野訓宏） 

（撮影 上野訓宏） 


